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江
戸
時
代
に
梅
毒
が
蔓
延
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
梅

毒
史
の
先
行
研
究
が
度
々
指
摘
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
で
は
江

戸
時
代
の
人
々
は
、
こ
と
さ
ら
珍
し
く
も
な
い
病
と
な
っ
た
梅
毒

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
識
を
抱
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

中
神
琴
渓
は
『
生
生
堂
医
證
」
（
一
七
九
五
年
）
の
中
で
、
四
○

年
以
前
は
梅
毒
を
「
大
麻
風
」
の
ご
と
く
思
い
、
病
人
も
病
を
蓋

じ
て
交
際
を
絶
っ
た
も
の
だ
が
、
近
頃
は
僧
侶
ま
で
病
む
よ
う
に

な
っ
て
、
百
人
中
六
、
七
十
人
も
罹
患
し
て
い
る
た
め
に
人
々
が

蓋
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
嘆
息
す
る
。
そ
し
て
「
江
戸
の
水

道
の
水
を
飲
ま
ぬ
と
梅
毒
を
病
ま
い
は
男
の
内
に
あ
ら
ず
」
と
さ

え
言
わ
れ
る
と
述
べ
る
。
だ
が
梅
毒
自
体
は
、
近
年
は
古
に
比
し

て
症
状
は
十
倍
も
激
化
し
、
軽
い
薬
で
は
治
療
効
果
を
得
ら
れ
な

い
と
言
う
。
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江
戸
時
代
の
梅
毒
を
め
ぐ
る
意
識
に
つ
い

て

△
刑
Ⅶ
リ
ラ
ナ

木
目
《
二

金

琴
渓
の
「
生
生
堂
治
験
」
（
一
八
○
四
年
）
は
、
あ
る
少
年
が
両

親
に
病
気
が
ば
れ
る
と
怒
ら
れ
る
こ
と
や
、
世
間
に
笑
わ
れ
る
こ

と
を
恐
れ
て
、
密
か
に
売
薬
で
自
己
治
療
し
て
い
た
た
め
に
悪
化

さ
せ
、
片
目
を
失
明
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
載
せ
る
。

確
か
に
琴
渓
の
著
書
か
ら
四
○
年
前
、
す
な
わ
ち
一
七
五
○
年

代
以
前
の
医
学
書
で
は
、
人
々
の
梅
毒
に
対
す
る
恐
怖
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
香
月
牛
山
著
「
牛
山
活
套
」
二
六
九
九
年
自

序
、
一
七
七
九
年
刊
）
は
、
「
楊
梅
瘡
」
は
最
終
的
に
廃
人
に
な
る

た
め
に
「
人
之
を
悪
み
嫌
ふ
こ
と
、
大
風
に
類
す
る
也
」
と
記

す
。

琴
渓
が
指
摘
す
る
、
梅
毒
へ
の
視
線
が
恐
怖
か
ら
色
事
に
ま
つ

わ
る
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム
や
瑚
笑
に
変
わ
っ
た
四
○
年
間
、
つ
ま
り
一

八
世
紀
前
半
と
は
、
古
方
派
草
創
期
の
大
家
・
後
藤
艮
山
と
、
そ

の
弟
子
香
川
修
庵
に
よ
る
梅
毒
治
療
が
展
開
す
る
時
期
で
あ
る
。

『
先
哲
医
話
」
（
浅
田
宗
伯
）
は
艮
山
が
、
「
今
世
は
梅
毒
が
筋
骨

を
侵
し
、
元
気
を
塞
ぐ
」
こ
と
が
多
い
の
で
、
病
人
を
診
る
に
は

ま
ず
梅
毒
の
経
験
の
有
無
を
尋
ね
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
と
記

す
。
艮
山
・
修
庵
師
弟
が
城
崎
温
泉
の
梅
毒
に
対
す
る
有
効
性
を

主
張
し
て
以
後
、
梅
毒
の
温
泉
治
療
が
普
及
し
た
（
第
一
○
四
回
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日
本
医
史
学
会
報
告
「
江
戸
時
代
の
温
泉
と
梅
毒
」
参
照
）
。

一
八
世
紀
後
半
か
ら
は
梅
毒
専
門
医
書
の
刊
行
も
盛
ん
に
な

る
。
橘
尚
賢
『
徽
瘡
證
治
秘
鑑
」
（
一
七
七
二
年
自
序
）
を
は
じ
め

と
し
て
、
幕
末
ま
で
に
二
○
冊
ほ
ど
の
梅
毒
医
書
を
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
以
上
の
よ
う
に
一
八
世
紀
と
は
、
梅
毒
の
蔓
延
に

伴
っ
て
、
日
本
医
学
が
梅
毒
に
真
剣
に
取
り
組
み
始
め
た
時
代
と

言
え
よ
う
。

い
つ
ぽ
う
一
八
世
紀
は
、
都
市
部
に
お
い
て
遊
里
が
拡
大
す
る

時
期
で
も
あ
っ
た
。
宝
暦
年
間
二
七
五
一
～
六
四
年
）
に
吉
原

の
太
夫
・
揚
屋
制
度
が
廃
絶
し
、
文
化
の
中
心
で
も
あ
っ
た
吉
原

は
安
直
な
売
買
春
の
場
へ
と
変
質
し
た
。
京
都
で
は
十
八
世
紀
後

半
、
祇
園
に
島
原
か
ら
の
出
向
の
遊
女
屋
が
設
置
さ
れ
、
手
軽
に

遊
べ
る
遊
所
と
し
て
繁
栄
し
て
い
く
。
江
戸
・
大
坂
周
辺
で
も
十

八
世
紀
後
半
に
幕
府
の
飯
盛
女
雇
用
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
。

遊
女
の
性
が
安
く
大
量
に
消
費
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
て
、
医
学

書
の
中
の
病
因
論
に
も
ま
た
新
た
な
変
化
が
確
認
で
き
る
。
従

来
、
梅
毒
の
病
因
は
、
伝
染
性
の
も
の
と
「
自
発
」
の
も
の
、
そ

し
て
両
親
か
ら
の
先
天
的
な
「
遺
毒
」
な
ど
、
い
く
つ
か
の
要
素

が
考
え
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
内
「
自
発
」
に
つ

い
て
は
、
男
女
に
関
係
な
く
そ
の
人
の
体
質
や
生
活
態
度
、
環
境

に
よ
っ
て
発
病
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
例
え
ば
本

間
棗
軒
は
「
瘍
科
秘
録
」
（
一
八
三
七
年
自
序
）
に
お
い
て
、
梅
毒

は
娼
婦
の
陰
中
に
濁
液
が
於
滞
し
て
生
ず
る
病
で
あ
り
、
娼
婦
以

外
の
患
者
の
病
因
は
皆
伝
染
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
か
っ
て

は
娼
楼
が
少
な
か
っ
た
の
で
梅
毒
が
少
な
か
っ
た
が
、
近
年
は
娼

婦
の
増
加
に
よ
っ
て
梅
毒
が
蔓
延
し
た
と
い
う
。
彼
の
病
因
論
に

は
、
娼
婦
の
身
体
そ
の
も
の
へ
の
強
い
蔑
視
・
卑
賤
視
が
介
在
す

プ
（
》
Ｏ

こ
の
よ
う
に
梅
毒
と
い
う
病
は
、
医
学
の
場
に
お
い
て
も
ジ
ェ

ン
ダ
ー
バ
イ
ヤ
ス
の
か
か
っ
た
解
釈
を
さ
れ
た
病
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
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境
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）


